参考資料３

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会選挙細則　（案）
第1条　本細則は沖縄県サンゴ礁保全推進協議会規約第11条、12条、13条、14条に基づき、役員の選出に関する手続を定める。

第2条　本細則の役員とは、規約第11条に定める役職に就く者をいう。

第3条　選挙に関する事務は選挙管理委員会が管理する。

2　選挙管理委員会は5名以内の選挙管理委員で構成し、理事会によって会員の中から選出する。

3　選挙管理委員会の委員が、役員の候補となった場合は、理事会に申し出て、代わる者の選出を求めなければならない。（今回の選挙では選挙管理委員立候補したため、今後の課題とする？）
第4条　選挙管理委員は次の事業を行う。

選挙の公示。

立候補者の受付と発表。

投票および開票に関する事務。

当選の確認と発表。

その他選挙管理に必要な事項。
第5条　役員は、規約第12条に定めるところにより、会員の中から選出される。

第6条　会員は役員の選挙に際し、立候補者となることができる。団体として会員となっている場合は、団体を立候補者と見なし、その組織の代表者もしくは担当者のいずれか1名が立候補者となることができる。立候補者は自薦・他薦を問わない。自薦の場合は立候補者名を、また他薦の場合は推薦候補者名と推薦者名を、候補者の承諾書とともに選挙管理委員会に所定の期間内に届け出なければならない。選挙管理委員会は立候補者名を明示した投票用紙を作成する。
第7条　立候補者以外の会員も被選挙権をもつ。団体として会員となっている場合は、その組織の代表者もしくは担当者のいずれか1名が被選挙権を持つ。（立候補者以外への投票も可）
第8条　役員は、総会で選出する場合を除き、投票で投票期間開始日の22日前に在籍する会員によって選出する。ただし、当該選挙資格が、投票期間の最終日において、会員の資格を喪失した場合は、この者の投票を無効とする。（22日前は期間が短すぎないか？今後の課題？）
第9条　会長の選出は次の方法による。

会長の選挙は、会員の単記無記名投票によって行う。

会長の当選者は、最多得票の者とする。

最多得票の者が複数の時は抽選による。

第10条　副会長の選出は次の方法による。

副会長の選挙は、会員の単記無記名投票によって行う。

副会長の当選者は、最多得票の者とする。
最多票の者が複数の時は抽選による。
第11条　理事の選出は次の方法による。
理事の選挙は、会員の連記無記名投票によって行う。
理事の定数は規約第11条に基づき会員数に応じて、理事会において決定される。

理事の当選者は、得票数の多い順にその定数だけ決定する。
同じ得票の当選該当者が複数の場合は、抽選による。
第12条　監査役の選出は次の方法による。
監査役の選挙は、会員の連記無記名投票によって行う。
監査役の当選者は、得票数の多い順にその定数だけ決定する。

同じ得票の当選該当者が複数の場合は、抽選による。
第13条　複数の役員に当選した場合には、会長、副会長、監査役、理事、の順で優先される。

第14条　第13条の場合、もしくは役員選挙に当選したものが役員を辞退した場合には、次点の者を繰り上げ当選とする。
第15条　役員に欠員が生じた場合は、次点の者を順次繰り上げ当選者とし、その任期は前任者の残任期間とする。
2　役員の欠員とは、退会、死亡および本人から会長宛辞任申し出があり、総会で承認された場合をいう。

第16条　開票は投票期間終了後速やかに行われ、選挙結果は速やかに当選者に通知される。

2　選挙結果は速やかに理事会に報告され、承認を得る。（承認が得られなかった場合どうするか？）←今回は総会の前に理事会を開催しないため承認が得られない？
3　選挙結果は総会で報告され、承認を得る。（承認が得られなかった場合どうするか？総会での投票は不公平？）
第17条　役員の選出に当たって、規約および本細則に定めの無い事項については、選挙管理委員会の権限に属するものとする。
第18条　本細則は2008年○○月○○日から実施する。
